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表 1 辞書による「主体」「主体性」の概念と幼稚園教育要領の記述の適用個数26 
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原理 A 理念の影響の強いもの（規範的）と、知識の影響の強いもの（経験的）の区別。 
2 教育思想は「人間の形成」を優先的関心として成り立つ（その点で、「人間の救済」を優先
的関心とする宗教思想、「人間の支配」を優先的関心とする政治思想と区別されうる）。―
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